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〇日本は「2050年までにカーボンニュートラルを実現でき
るのか」について考える



カーボンニュートラルとは？
・2020年10月菅前総理所信表明演説



「温室効果ガス」とは？

日本のGHG排出量（2018）

二酸化炭素 CO₂

メタン CH₄

一酸化炭素 CO

フロン

ハイドロフルオロカーボン類 HFC
パフーフルオロカーボン類 PFC
六フッ化硫黄 SF₆
三フッ化硫黄 SF₃

温室効果ガスの種類



「排出を全体としてゼロにする」とは？
（対策の方向性）
①CO²の排出量をゼロにする
⇒脱炭素
②CO²を吸収する
⇒植林
③CO²を回収する
⇒ネガティブエミッション技術



なぜ「2050年」までなのか？

2015年 「パリ協定」

COP21気候変動枠組条約締約国会議

世界の196の国・地域が合意
＜目標＞
世界的な平均気温の上昇を産業革命以前に比べ
「2℃より十分低く保つ」（2℃目標）
「1.5℃に抑える努力を追求」（努力目標）

早期に温室効果ガス排出量をピークアウト
今世紀後半のカーボンニュートラルの実現



2050年までにカーボンニュートラル実現を表面している
日本だけ？

世界124か国・1地域
⇒世界に占めるCO²排出量37．7％



なぜ、カーボンニュートラルを目指すのか？

地球温暖化への対応
＋

経済成長のチャンス



各国の削減目標と気候変動対策

気候変動の対応

↓

成長するチャンス



拡大する「ESG投資」
⇒環境（Environment）、社会（Social）、企業統治（Governance）を考慮した投資

気候変動に対応している＝付加価値

気候変動に対応した技術＝投資が集まる



考察課題
日本は、2050年までに「カーボンニュートラル」を
実現できる可能性について検討してみよう。

〇具体的にどのような方法でCO²を減らしていく計画なのかを
動画で確認しましょう。

⇒経済産業省資源エネルギー庁

「2050年カーボンニュートラルどうやって実現する？」

https://youtu.be/HA2aJS5k7YQ


検討するポイント

① 省エネルギー・エネルギー効率の向上にかかるコスト

② エネルギー起源CO²の「排出量＝除去量」にできるのか

③ 非電力部門の電化にするコストと課題

④ 「排出量＝除去量」にするためのネガティブエミッションの

取組みや技術の規模とコスト

そこには、どのような課題があるのかを発見し、考察しよう！



①省エネ ②排出削減 ③電化 ④ネガティブ

出席番号 No1～１０ No１１～２０ No２１～３０ No３１～４０

個人で調べた内容をJamboardに記入する

・課題の割り当て

・付箋 に書くこと

・できるだけたくさん挙げる



実現可能性【 】％

日本は、2050年までに「カーボンニュートラル」を実現できる
可能性についてあなたの考えを述べよ。


